
二次相転移 ･不可逆過程

導 くことであるo q)が発散するとして､転移が二次である以上,Gvは転移点

で有限でをければを らをいO適当をスピン系について発散を準 える原西 を調べ

る必要があ るO (格子振動 ,不純物 ,結晶場等) ① は分子隆結晶の A転移で

ある｡ C)TderTdisorder的を協力系が内蔵されているを らば､ Cvが対数発

散を試す と期待され るが_ この点はまだ確かめられていを い｡ こ_の場合に も転

移点では Cvは有限とをろうO ①の例は､ よく知 られてい るように､超伝導

体 である (この外に 釘lilinehydrobro王妃deの例がある)O 発散が現れを

い理由はすでに論じられでいるが､その他にt分子場吏似が何散 よく成立す る

か その理由を明らかにす ること も大切であろ うO

二次転移点近傍の比熱の解析

山 本 研 究 室

液体 fSeの 1点近傍中_ アル ゴンや酸素の臨界点附近での比熱は_現在迄の

ところ iT-T}王-0のと き依然10garithmic串ngularityを保ってい

るよ うに見える｡一万一 固体では､種々を typeJ-の~比熱が何時迄 も増大せず､

磁性体の中に､ lTTTIZ-0のとき:､･,semii.og -plo七が Iinearか ら

systeⅡlaticに d白viaもeしてい るものも見出され るo 我 々はこれを､固体

では避け られをい種々のimperfec七ionによるinhoⅡIQgenei七yによると考

えて統一的に説明 しよ うと試みた｡

hgmPgeneOuSSySもeエコの比熱を

Cp=Aen'lT-ち守+皮+B･

A･-{OA for TT<'…;

(1)

Jと仮 定 す る o r e al sa甲pleは転移点 をTcとするsubsysteⅡ】の集合と考 え一

･::_Tc は あ る l範 の 周 狛 ここGausS分布 しており､比熱の形は共通とす る0
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lT-Toi…七 ,,㌔/訂七… T とお くと

(i)E-T) 讐-VCG雪 AentT- 尉 +隻+Bidqhe

…AGiT)+ AF(I)+Bo
Ⅶhere

F(T)… くま fTPe-x2dx for T>To

涼Ji.e-x2dx for T<-h

G(I,…JiJ_:e-x22nix~ridx ･ 一

･昼 …B-与ACnα.

(2)

(3)

実測値を解析する.事段は_ 1)出来 るだけ多数の点がseⅡ】ilogploUの

平行線上に乗 るように Toを決める. 2)Toより高温側 ,低温側の平行2直

線の勾配 より'A ,間隔よりAを求める0 3)実測値の低温側 ,高温側の差か

ち(あuss分布のParaiコeterαが決まる｡(3)式を用いた解析薦異 は､次図の

1
cP･

- .enJ_一丁二二誌上_
t

析結果は次表のよう一に浸 るto

よ_うに定性的iL乙は実測の傾向と-致

す るが_努の近 くは高 く出過ぎる｡

従って_I(1)式守対数函数を･tmnca七e

した形とか_寄せた形･とかで置換 え

て､発敵 し希い函数形をとる必要が

あるよう隼思_われ るO(3)式による解

_?,∵L.:

03 f5:3312 2.76 h3.59 ト 0.0019-7.40 喜 0.0一106

i'2 1.92 .7.73 0.0017:_,妻i2-巨 養_守.;9.読 書L o.0099
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二 次碍転移 u 不可逆過程

(研究会後t対数函数を寄せた形や_ truncate した形の函数を即 ､て解析 し

た ところ,上図の賞附近でや実測値との不一致は著し く減少 させ られ る事が判

ったO) (岡 田 謙 書 記)

J.

spin系の二次相転移

鈴 木 増 雄

強磁性体のCuriepointrTrc近 くの熟力学的性質即ち_磁化M ,比熱C,

帯磁率7.等のSingu.larity を半現象論的に義論す る｡磁場EがaPPly され

ている時のFreeenergy ¢ は.･形式的にM で展開すると

め(･T,M)-Ao+AM2+BM4+cM6+-･･･-員M . il)

これ らの展開係数A｡,A,B,C,は､Curiepoint よ り上では､-TnicroISCO-

picに Cumlianも1)を用いて､次のように表わされるQ 詳 しくはー同じ題名

で-, ｢物性研究｣に投稿 しましたので_それを見て戟 きたい20)

do;外場fIの貴い時のSpin系の申 milもonian･S土 子sizとして､

A0- -kTiogTre4 0 ,

β 1
2!<S2%

C =_ β5 ,<gi>C

B=

-10｡

β3<S4>C
4f･<S>A

<S4>昌

6!ー<S>Gc < S2>S
〕, e七C,

(2)

ここで､ A(ち)- Oにようて､ITcを defyすると､~二蕗のd適 正Ianも<S㌔
はTcで発散するこ.とにをるo higher･orderの･こcHtLmuヱaht もTcで singu-

1ari七y の相対的を強 さによって､B(Tc)-0,B(Tc)±ヰinite(キ0) ,

又は B(ち )--の一3つの場倉が起 り得るO 第-のCaS占∴B(q3)-0を考える

と､更に､Tc以下での展開係数は,上側の函数を解析接続iLik もの (或いはー
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